
作成日：2023 年 10 月 19 日 
 

島根県立中央病院で診察を受けられる患者さんへ 
 

当院では、以下の研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自身の試料・情報を研究目的に利用又

は他の研究機関への提供を希望されない場合は、下記の「本研究に関する当院の連絡先」

にご連絡ください。 

ただし、すでに解析を終了している場合には研究データからあなたの情報を削除できな

い場合がありますので、ご了承ください。 

研究題目 ESBL 産生大腸菌による尿路感染症の推移とその特徴 

意義・目的 薬剤耐性菌である ESBL 産生大腸菌は世界中で増加傾向にあり、

問題となっています。数年前から出雲園域では、尿路感染症に占

める ESBL 産生大腸菌の割合が全国平均よりもかなり高くなって

います。尿路感染症に占める ESBL 産生大腸菌の推移を明らかに

することで、不適切な抗菌薬を減らし、新たな薬剤耐性菌のリス

クを抑えることができます。 

研究期間 当院病院長許可日(利用開始日)2023 年 11 月 2日 ～ 2024 年 12 月 31 日 

対象患者 2017 年 1 月 1 日～2023 年 12 月 31 日の間に島根県立中央病院小

児科に初回の尿路感染症で入院された患者さん 

研究内容 

 

島根県立中央病院小児科に初回の尿路感染症で入院された患者

さんの年次推移、原因菌の年次推移、原因菌の違いによる臨床的

な症状や検査結果に違いがあるのか、どのような抗菌薬が有効な

のかを明らかにします。 

利用する試料・情

報の項目 

識別コード、性別、年齢、現病歴、血液検査、尿検査、腹部超音

波検査（水腎症の有無）、膀胱尿管逆流の有無 等 

試料・情報の他機

関への提供有無 

☐あり（ ☐国内 ☐海外 ） 

提供方法： 

なし 

研究組織 研究代表機関：機関名および研究責任者名 

島根県立中央病院 平出 智裕 

 

共同研究機関：機関名および研究責任者名 

該当なし 

 

試料・情報提供を行う機関：機関名および施設長名 

該当なし 

本研究に関する

当院の連絡先 

研究責任者： 

島根県立中央病院 小児科 平出 智裕 

電話：0853-22-5111（代表） 

 

事務担当： 



島根県立中央病院 臨床研究・治験管理室 

電話：0853-30-6590（直通） 

個人情報の保護 当院における個人情報保護の基本方針に準じて行います。 

URL：https://www.spch.izumo.shimane.jp/privacy 

結果の公表 小児科学会・小児感染症学会等で公表し、論文化して報告予定で

す。 

備考  

 


